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薩摩半島南西沖から得られたソコカワムキ（フグ目ベニカワムキ科）：
国内における土佐湾以外からの初記録

渋谷駿太 1・伊東正英 2・本村浩之 3

Two specimens (78.5‒81.8 mm standard length) of Tydema-
nia navigatoris Weber, 1913 (Tetraodontiformes: Triacanthodi-
dae) were collected from southwest of the Satsuma Peninsula, 
Kagoshima, Japan. In Japanese waters, T. navigatoris has previ-
ously been recorded only from Kochi Prefecture. Accordingly, 
the present specimens, described here in detail, represent the first 
records of T. navigatoris from Kyushu, Japan.
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 Abstract

フグ目ベニカワムキ科 Triacanthodidaeは日本からウケ

グチカワムキ属 Atrophacanthus Fraser-Brunner, 1950，ナ

ガカワムキ属 Halimochirurgus Alcock, 1899，フエカワ

ム キ 属 Macrorhamphosodes Fowler, 1934， ミ ス ジ カ ワ

ム キ 属 Paratriacanthodes Fowler, 1934， ベ ニ カ ワ ム キ

属 Triacanthodes Bleeker, 1857，およびソコカワムキ属

Tydemania Weber, 1913の 6属が確認されている（荻原，

2018；本村，2020）．本科魚類はやや深い大陸棚上に生息

することが知られており（松浦，1997），底曳網漁の混獲

物として採集される（Psomadakis et al., 2019）．

ソコカワムキ属は単型属であり，唯一の構成種であるソ

コカワムキ Tydemania navigatoris Weber, 1913は，これまで

国内において高知県からのみ記録されていたが（Kamohara, 

1937; Tyler, 1968；松浦，1997；林・荻原，2013），2020年

に鹿児島県薩摩半島南西沖において，本種に同定される 2

個体が採集された．鹿児島県産の標本は本種の九州からの

初記録ならびに国内における土佐湾以外からの初記録とな

るためここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Tyler (1968)にしたがい，左

右の胸鰭基底間の距離を体幅（body width）として追加計

測した．総鰓耙数（gill rakers），偽鰓弁数（pseudobranch 

lamellae），および嗅板数（olfactory lamellae）は右体側を

解剖し，計数をおこなった．標準体長（standard length）

は体長または SLと表記し，体各部の計測はノギスを用い

て 0.1 mmまでおこなった．生鮮時の色彩の記載は，固定

前に撮影されたカラー写真（Fig. 1）に基づく．標本の作

製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠し

た．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館

のデータベースに登録されている．

Tydemania navigatoris Weber, 1913

ソコカワムキ
（Fig. 1; Table 1）

標本　2個体，鹿児島県薩摩半島南端，大隅諸島黒島，

および草垣群島に囲まれた海域：KAUM–I. 145665，体長

81.8 mm，31°00ʹ50ʺN, 130°01ʹ11ʺE，水深 394 m，底曳網，

2020年 8月 21日，豊栄丸；KAUM–I. 147002，体長 78.5 

mm，31°10ʹ23ʺN, 129°53ʹ37ʺE，水深 410 m，底曳網，2020

年 9月 30日，豊栄丸．

記載　計数・計測形質を Table 1に示す．体は前後方向

にやや長く，側扁する．体背縁は吻端から背鰭起部にかけ

て上昇し，その後背鰭軟条始部にかけては直線的．そこか

ら尾柄部にかけては弧を描きながら下降する．体腹縁は下

顎先端から骨盤後端にかけて下降し，そこから尾柄部にか

けて上昇する．背鰭棘は 6棘からなり，前方の 3棘は発達

しているが，後方の 3棘は極めて短く，体表からわずかに

露出する．背鰭軟条部の基底後端は臀鰭第 9軟条の直上に

位置する．胸鰭基底上端と下端は背鰭第 1棘基部下に位置
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する．腹鰭棘は長く，小逆向棘がある．臀鰭起部は背鰭第

4軟条基部直下に，臀鰭基底後端は背鰭基底後端より後方

にそれぞれ位置する．尾鰭は円形を呈する．下顎は上顎よ

りも前方に位置し，口は上方向に開口する．口唇は大きく，

スポンジ状に膨張する．歯は門歯状で扁平．吻長は眼径

よりもやや短く，体長の 12.3–12.5%（眼径：14.8–15.4%）．

鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前方に

位置する．両鼻孔はともに円形．前鼻孔は短い管状で，後

方にかけてより顕著に隆起し，皮弁をそなえる．後鼻孔周

縁は隆起しない．嗅板は厚い．鰓孔は極めて小さく，鰓孔

下端は胸鰭基底中央の水平線上に位置する．体の表面は小

突起に覆われる．

生鮮時の色彩（Fig. 1）　体の背側は淡赤色を呈し，腹

側は体の前半で白色，後半で僅かに赤みがかった白色を呈

する．背鰭と尾鰭は赤みがかった白色を呈し，腹鰭と臀

鰭は白色．口唇，吻部および眼後方上部は赤色を呈する

（KAUM–I. 147002では淡桃色）．

分布　Tydemania navigatorisは南アフリカ，アフリカ東

岸，マダガスカル島，ベンガル湾，アンダマン海，ミャン

マー，オーストラリア北西岸，日本，台湾南部，香港，海

Fig. 1. Fresh specimens of Tydemania navigatoris from southwest of Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan. A: KAUM–I. 
145665, 81.8 mm SL; B: KAUM–I. 147002, 78.5 mm SL.
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南島陵水，フィリピン，およびインドネシア・マドゥラ島

近海に分布しており（Kamohara, 1937; Tyler, 1968；松浦，

1985；林・荻原，2013; Fricke et al, 2018; Psomadakis et al., 

2019; Kawai et al., 2020），日本国内では高知県の土佐湾か

らのみ記録されていた（Kamohara, 1937; Tyler, 1968；松浦，

1997；林・荻原，2013）．本研究によって鹿児島県におけ

る分布も確認された．

備考　鹿児島県産の標本は，吻が管状に延長しない，
歯が門歯状で扁平である，口唇が大きく，スポンジ状に膨

張することなどの特徴が Tyler (1968)，Matsuura (2001)お

よび林・荻原（2013）が報告したソコカワムキ Tydemania 

navigatorisの標徴とよく一致したことから本種に同定され

た．

Psomadakis et al. (2019)はミャンマーから採集された T. 

navigatorisのうち，数個体において眼から体の中央部にか

けて青色線をもつことを報告している．また，高知県御

畳瀬産の個体に基づき T. navigatorisを日本から初めて報告

した Kamohara (1937)も，眼の後方から背鰭第 4棘直下に

かけて青色線があることを示している．しかしながら，第

2著者によって観察された漁獲後，数時間が経過した個体

（KAUM–I. 145665）において青色線は確認されなかった．

本研究では漁獲直後のソコカワムキの色彩を確認すること

はできなかったが，上記の青色線が漁獲後の時間経過とと

もに消失した可能性も考えられる．なお，T. navigatorisを

新種として記載したWeber (1913)は生鮮時における本種の

色彩を詳細に記載していないため，当該色線については生

鮮な標本に基づくさらなる検討が必要である．

これまで知られていたソコカワムキの国内における分

布記録は「分布」の項のとおりである．したがって，鹿児

島県の薩摩半島南西沖から得られた 2標本は本種の九州初

記録ならびに土佐湾以外からの初めての記録となる．
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KAUM–I. 
145665

KAUM–I. 
147002

Standard length (SL; mm) 81.8 78.5
Counts
 Dorsal-fin rays VI, 15 VI, 14
 Anal-fin rays 12 12
 Pectoral-fin rays 13 13
 Pelvic-fin rays Ⅰ, 1 Ⅰ, 1
 Gill rakers 22 21
 Pseudobranch lamellae 12 12
 Olfactory lamellae 13 13
Measurement (% SL)
 Head length 34.2 35.0
 Snout length 12.3 12.5
 Eye diameter 14.8 15.4
 Postorbital length 7.6 8.0
 Interorbital length 6.7 7.3
 Gill opening length 4.9 4.8
 Snout to spiny dorsal fin 41.0 39.2
 Body depth 33.6 34.2
 First dorsal-fin spine length 29.6 29.8
 Second dorsal-fin spine length 27.5 26.8
 Length of soft dorsal-fin base 18.2 15.9
 Soft dorsal-fin height 15.2 12.7
 Length of anal-fin base 14.7 14.5
 Anal-fin height 13.8 13.0
 Caudal-peduncle length 29.6 26.6
 Caudal-peduncle depth 10.0 9.7
 Caudal-fin length 15.9 15.8
 Pelvic-fin spine length 32.5 32.0
 Pelvic-fin ray length 2.1 2.8
 Pelvic width 6.7 7.5
 Pelvic length 27.1 30.4
 Pectoral-fin length 17.1 16.4
 Body width 14.5 13.4

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages 
of SL, of Tydemania navigatoris from southwest of Satsuma 
Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan.
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